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概 要 

 

人工知能の研究は、第三次ブームの真最中にあり、応用技術としてはほぼ成熟し、画像認識、自動運転、ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ、ゲー

ム等多くの分野に応用され、著しい成功を収めている。本研究室では、人工知能技術を都市水問題に応用する研究を続け

てきており、この過程において培ってきたノーハウが、多くの分野・企業で必要とする需要等の予測問題、結果または現

状の評価問題にも応用可能と考えている。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本技術の 

有用性 

１．AI による日単位の水需要量予測 

   水供給システムの運用管理において、水の“品切れ”が許されないので、翌日に必要な水量を、事前に予測し用意

（浄水処理等）しておく必要がある。本研究室では、AI による水需要予測を試みた。表１では、四つのモデルに

よる一年間にわたる予測結果を比較した。比較対象として、多変量回帰モデル、ARIMA モデルとカルマンフィル

タリングモデルを用いた。AI には、ニューラルネットワークを使用し７年分のデータを用いて学習させた。モデ

ルの比較評価指標として平均相対誤差 MMR,予測値と実測値との相関 CC,相対平均平方二乗誤差 RRMSE を使用

した。どの指標でみても、AI モデルが最も精度の高い予測結果を出している。 

表 1．日水需要量のモデル別の予測精度の比較 

２．ゲンジボタルの生息適性による河川環境評価 

   水環境をホタルの生息適性で評価し、その生息適性に大きく影響する要因として、水中の溶存酸素の濃度、生活排

水の流入、周辺の照明、河床の状況及び護岸の状況を取り上げた。全国で集めた 72 のデータで AI モデルを学習

させ、ある都市河川の環境評価に適用した結果、同河川の実態(ホタルの生息状況)と一致する評価結果が得られた。

また、学習済みの AI モデルを用いて同河川における要因の感度分析を行い、ホタルの生息適性改善に最も効果的

な対策を河川区間毎に抽出できた。 

表 2. AI による要因感度分析(環境改善策の効果) 

３．可能な応用分野に関する展望 

   人工知能は汎用性の高い方法論であり、モデルの学習に使用できるデータの蓄積さえあれば、幅広い分野に適用可

能である。本研究室での AI 研究のノーハウが各種需要量や来客数の予測、仕入れ量や売上の予測、各種業績・結

果・現状の把握・評価・改善策の探求などに応用可能と考える。 
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